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1.は じめに

斜里地方は知床半島の付け根にあた り、南に屈

斜路 ・摩周 カルデラ、および斜里岳から海別岳 を

経て北東に延びる知床火山群に囲まれ、火山灰の

豊富な地域である。

斜里地方では、勝井 ・佐藤(1963)に より藻琴

山北部を中心に屈斜路カルデラの噴出物の記載が

なされたが、小清水台地以東では、富岡(1966)

によりはじめて単層 を個々に扱った火山灰層の記

載がなされた。それ以前は東カヤ野軽石と止別軽

石(佐 藤、1968)を 除いて一括 した火山灰層 とし

て扱われていた(例 えば、松下、1960)。 つ ぎに

佐藤(1968)は 、小清水台地に分布す る屈斜路軽

石流堆積物1(以 下Kpfl-1)よ りも上位の火山

灰層について、鍵層 となる火山灰層 を見いだし、

小清水台地の段丘の編年にテフロクノロジー(火

山灰編年法)が 有効であることを示 した。また奥

村ほか(1985)に より、斜里地域において も支笏

降下軽石堆積物1(以 下Spfa-1)や 阿蘇4火 山

灰層(Aso-4)な どの広域火山灰層が同定され、

斜里地域以外の地域との対比が可能 となった。 さ

らに最近、隅田(1987a,b)に より、以前 よりも

詳細な層序が確立されつつある。

斜里地域には豊富な火山灰層が存在することか

ら、火山灰編年を行なうのに適 した地域であると

いえる。 しかしこれ らの多 くの火山灰層の堆積時

期 を示す年代の資料は、Kpf1-1やSpfa-1な

どの層準に限定 されていた。また広域火山灰層の

数 も少ない。そのため、これまでは火山灰層によ

り時期をお さえることは可能であったが、絶対年

代 として時期 を決定するには年代の資料が不足 し

ていた。

筆者は本地域 において火山灰編年法により化石

周氷河現象の編年を数年来続けてきている(曽根、

1985)。 そ して14C年 代資料の不足を補 うために、

い くつかの試料 を採取 し、14C年 代測定を行って

いる。本報では、斜里地域の6地 点から採取 した

試料から得 られた14C年 代 について報告 し、鍵層

となる火山灰層の堆積年代の推定を試みた。

なおここで扱 う火山灰層は、得 られた14C年 代

値の関係か ら最終氷期後半のものに限定する。

2.斜 里地域の火山灰層序

本稿では表1の ように江南軽石からSpf1-1ま

での層準の火山灰層に限定 した。この時期の火山

灰層は、Kpf1-1を 除いて、斜里地方の東部に

厚い傾向を示す。

佐藤(1968)はKpf1-1よ りも上位の火山灰層

の記載を小清水台地において行ない、豊住軽石 よ

り上位の火山灰層を、豊住火山灰層及び摩周火山

灰層として一括 した。これは小清水台地では火山

灰の分布が余 り良 くないので、軽石 ・スコリア層

の区別が困難であったためと思われる。

富岡(1966)は 摩周火山灰層と砥草原火山灰層

および降下軽石1・2を 記載 した。 しか し富岡

(1966)が 摩周一1(Ma-1)層 と記載 した軽石

層は、根釧原野に分布するMa-1層 ではなく、摩

周成層火山形成期の火山灰層に含まれ、斜里岳起

源の可能性があると佐藤(1968)は 述べている。

噴出源の火山は別として、筆者 も富岡(1966)の

Ma-1層 と記載 した軽石層は、根釧原野に分布す

るMa-1層 と同一ではないと考えている。 この軽

石層に対 して、曽根(1985)で は江 トンビ軽石 と

名付けたが、現在噴出火山が不明であること、及
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表1.斜 里地域の火山灰層の対比

本 報 告 富 岡(1966) 佐 藤(1968)
奥 村 ほ か

(1985)
隅 田(1987)

江 南 軽 石(Ko.P) Ma-1 摩周火山形成期の 赤2Pm.

火山灰

白帯(WA) 砥草原1層 白帯
中斜 里 軽 石(Na.P) 火山灰層3層 赤1Pm.

ホ ワ イ トカ ス テ ラ ? ホ ワ イ トカス テ ラ

ア トサ(Ats) 5層 豊住火山灰層 ア トサ

黒ツブ 6層 黒ツブ

豊 住 軽 石(Ty.P) 8、9層 豊住軽石 豊住軽石
上部東カヤ野火山灰 10層 上部東 カヤ野火山灰 上部東カヤ野火山灰

東 カヤ 野 軽 石(Hk.P) 降下軽石1層 東カヤ野軽石 東カヤ野軽石

下部東カヤ野火山灰 降下軽石2層 下部東カヤ野火山灰 下部東カヤ野火山灰

止別軽石 降下軽石2層 止別軽石 止別軽石
止別火山灰 止別火山灰

Kpf1-1 Kpf1-1 Kpf1-1

タ ラ コPm. タ ラ ゴPm.

Spfa-1 Spfa-1 Spfa-1

び江 トンビ山は実際に存在 し、その噴出物 と誤解

しやすいことなどのため、本稿では新たに江南軽

石とい う名称を与えた。

本稿で用いた火山灰層の名称は、豊住火山灰層

を除 くと主要な火山灰層は、佐藤(1968)に よる。

豊住火山灰層中の鍵層の名称については、江南軽

石及び中斜里軽石を除いて、隅田(1987b)に よ

った。また奥村ほか(1985)に より、本地域にお

いても広域テフラであるSpf1-1層 が見いだされ

た。

以上の斜里地域の火山灰層の対比を表1に 示 し

た。これ らの うち上部東カヤ野火山灰層と下部東

カヤ野火山灰層は、何層かの軽石 ・スコリア層を

含む火山灰層を一括 した ものである。 ここに挙げ

た火山灰層は主要なものに限ったが、それらの記

載は本誌の隅田(1988)を 参考にされたい。

・3.14C年 代測定試料 と測定結果

試料1(地 点1)

試料採取地点は小清水台地の西側の豊住段丘(佐

藤、1968)上 に位置する(図1)。 国道391号 線の

道路改修 に伴なって、当時新たに作 られた法面の

工事の際に、年代試料 を採取 した。現在は芝がは

られている。

小清水台地の西側では、火山灰の分布はあまり

良 くない。試料は江南軽石の下位の層準か ら採取

した(図2)。 こ・の露頭では、江南軽石(Ko.P)

の下位の層には、明瞭なインボ リューション(凍

結作用による地層の撹乱)が 認められ、特にア ト

サ(Ats)は 、層がちぎれた り、幾つかの層に分

割 した りしている。このためここでは層序は確認

できるが、それぞれの火山灰層の厚 さは変化に富

み一一様ではなく、柱状図には平均的な厚さを示した。

試料2(地 点2)

試料採取地点は、斜里岳の山麓扇状地がチェサ

クエ トンビ川のつ くる扇状地の扇端部に接する付

近である(図1)。 本試料は、白帯(WA)と 江

南軽石 との問の層位の良質の木炭であり(図2)、

量も豊富である。この層準の木炭は斜里地域東部

に広 く分布する。本露頭においてもインボリュー

ションが認められる。 しか し白帯 よりも上位では

層の撹乱は顕著ではない6

試料3(地 点3)

試料採取地点は、小清水台地の東側の豊住段丘
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図1.調 査地域と試料採取地点

国土地理院発行2万5千 分の1地 形図 「斜里岳」「札弦」「清里」「上徳」を使用
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の模式地(佐 藤、1968)の 豊住神社前である(図

1)。 本試料は豊住段丘 を作る礫層 と豊住軽石 と

の問の層準にある、木炭片 を含む黒から黒褐色の

厚 さlcm以 下の帯状の層から採取 した(図2)。

この層中の木炭は破砕され、大きくても数mm程 度

の細片になっている。そこで炭片とそれを含む帯

状の土層をまとめて採取 したものを試料 とした。

この露頭は古いため、他の露頭に比べて草に覆

われた部分が多 く、本試料を採取 した層にも植物

の根の混入がみ られた。本試料の14C年 代測定に

際 して、炭素の含有率が低いこと、及び現世の植

物の根の影響が心配 された。

試料4(地 点4)

本試料は東 カヤ野段丘(佐 藤、1968)の 段丘崖

の露頭で採取 した(図1)。 また本試料は下部東

カヤ野火山灰層に含まれる木炭層のなかでは最上

部にあ り、東カヤ野軽石の層準に近い木炭片の層

から採取した(図2)。 本地点では中斜里軽石(Na.P)

の上位 に発達の良い風成砂層がみられる。

試料5(地 点5)

本試料は、清里町札弦か ら札弦峠を経て小清水

町水上へ至る道路が、国道391号 線に交わる手前

数10mの 地点で、当時法面保護のための芝がはげ

落ちていた部分で採取 した(図1)。 図1で は地

形図が古いため、札弦峠から国道391号 線に交わ

る直前で道路が右折 しているが、現在は右折せず

に直進 して国道391号 線に交わっている。本地点

も地点4と 同 じく下部東カヤ野火山灰層をのせる

東カヤ野段丘上にある。本試料は、下部東カヤ野

火山灰層の中で も最 も下位の、段丘礫層の直上の

木炭片を試料 として採取 した(図2)。 本地点で

もインボリューションが認め られるが、火山灰層

序は明瞭である。

試料6(地 点6)

本試料は、小清水台地 を刻む谷沿いの畑に面 し

た露頭から採取 した(図1)。 また本試料はKpf1
-1の 層中に含 まれていた直径約12cmの 木炭であ

る。本露頭の上部では谷に沿う斜面 となるため、
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表2.14C年 代値 と試料についてのデータ

試料

番号

測 定 年 代yB.P.

測 定 番 号
試 料 採 取 者 採 取 日 採 取 地 点 ・地 名

1
12,300±430

(KSU-905)
木炭 曽 根 敏 雄

1984年

6月29日

43.47'50"N小 清 水 町

144。30'03"E水 上

2
12,400±30

(KSU-1036)
木炭 曽 根 敏 雄

1984年

10月18日

43.48'08"N清 里 町

144。38'01"E江 南

3
11,300±800

(KSU-1107)
木炭 曽 根 敏 雄

1985年

6月12日

43.48'27"N清 里 町

144.33'38"E神 威

4
1躍磁:188 木炭 曽 根 敏 雄

1984年

7月21日

43.47'34"N小 清 水 町

144。29'53"E水 上

5
>30,040

(TH-982)
木炭 曽 根 敏 雄

1983年

9月9日

43.47'01"N小 清 水 町

144。30'39"E水 上

6
30,300±}:窪88

(KSU-907)
木炭 曽 根 敏 雄

1984年

5月3日

43。50'44"N清 里 町

144。34'09"E上 斜 里 中 区

この付近に分布するKpf1-1よ りも上位の火山灰

層のほとんどが欠落 し、Kpf1-1層 の上部は風化

している。本地点ではKpf1-1の 下位に、Ksf1ま

での火山灰層がみ られる。
14C年 代測定は試料5を 東北大学理学部(14C

年代測定委員会)に 、そのほかの試料 を京都産業

大学理学部に依頼 した。年代測定の結果を表1に

示す。コー ドナンバーに付 された記号KSUは 京都

産業大学、THは東北大学で測定されたことを示す。

なお14Cの 半減期は京都産業大学では5568年 を、

東北大学では5570年 を用いている。

4.本 地 域 の 火 山 灰 層 の 堆積 時 期 と

その 編 年 上 の 意 義

江 南 軽 石 と 白帯 の 間 の 層 準 の試 料2が 、12,400

±30年BP.(KSU-1036)で あ っ た 。 地 点1で は 、

白帯 は分 布 して い な い もの の 、 江 南 軽 石 の下 位 の

試 料 が 、12,300±430年B.P.(KSU905)と ほ ぼ 同

じ年 代 が 得 られ た 。 した が っ て 白帯 は 約12,400年

B。P。以 前 に堆 積 し、 江 南 軽 石 は12,300年B.P.以 後

に 堆 積 した こ とが 明 らか に な っ た。

豊住軽石の下位の層準の試料3か ら得られた年

代は、豊住軽石よりも上位の試料1、 試料2か ら

得 られた年代 よりも新 しく、年代が逆転 している。

これは試料3が 現在の植物の根により汚染された

ためと考えられる。 したがって試料3の 年代値は

採用 しない。

下部東カヤ野火山灰層の上部から採取 した試料

4の 年 代 は 、26,100± そ888年BP(KSU-1248)で

あ った 。 これ に よ り東 カ ヤ野 軽 石 は約26,000年B.

P.以 降 に 降 下 した こ とが 明 らか に な っ た 。 ま た 下

部 東 カヤ 野 火 山 灰 層 の 下 部 か ら採 取 した 試 料5が

30,040年B.P.よ り も古 い(TH-982)と い う年 代 が

得 られ た。

Kpf1-1の 中 か ら採 取 した試 料6よ り得 られ た

年 代 は、30,300±i:器8年BP(KSU-907)で あ っ

た 。 こ の層 準 の 年 代 は こ れ まで に も測 定 さ れ て お

り、29,400±1,800年BP(Gak-867)、32,200± 塁:888

年BP.(GaK866)(佐 藤 、1969)、31,030± 子:詣9

年B.P.(GaK-4120)(遠 藤 ・上 杉 、1977)と い う年

代 が 得 られ て い る。 古 い 年 代 は測 定 誤 差 が 大 き く

な る の で 年 代 の 細 か な数 字 は 余 り意 味 が な い。 今

一15一



知床博物館研究報告 ・第9集 ・1988

回 得 られ た 試 料6の 年 代 は こ れ まで の もの と調 和

的 で あ る 。 した が っ てKpf1-1の 堆 積 年 代 は 、 約

3.0～3.2万 年B.P.で あ る と考 え られ る。

以 上 の 結 果 か らKpf1-1の 噴 出以 降 、 止 別 火 山

灰 ・止 別 軽 石 の 噴 出 、 下 部 東 カ ヤ 野 火 山灰 の 降 下

の 開 始 まで は 、 ほ ん の 数 千 年 に 満 た な い 期 間 に 生

じた こ とに な る。

spfa-1の 年 代 は 、32,200± 象 了88年BP.(GaK

-519)(佐 藤 、1969)及 び33,530± 塁:釜8年BP.よ り

古い(GaK-5509)(五 十嵐ほか、1978)な どの資料

により、約3.2か ら3.3万 年B.P.頃 と考えられるの

で、奥村ほか(1985)の 発見 したSpfa-1層 の年

代を加えると、本地域の火山灰層による年代の目

盛 りが、約3.3～2.6万 年B.P.ま での間は比較的詳

しく入れられたことになる。 また江南軽石の降下

年代が約1.2万 年B.P.と考えられることから、約3

万年B.P.以 降においては、火山灰 の降下する時代

間隔は、数万年 といった大 きな休止期をおかずに、

せいぜい数千年の間隔で降下堆積 していることが

判明した。

今回得 られた火山灰層の年代資料により、斜里

地域の様々な地学的な現象の編年が可能となった。

例えば地形学的には、段丘の形成時期の推定に役

立つ。小清水台地の止別面 と東カヤ野面の形成時

期は前者の方が後者 よりも若干古いが、ともに約

3万 年B.P.頃 であ り、両者の形成時期の差は数千

年に満たないことが判明 した。このほか斜里地域

には、化石周氷河現象、内陸古砂丘などが分布 し

ている。さらに鈴木遺跡(金 盛 ・松田、1985)の

ように最終氷期に遡る可能性のある遺跡 も分布す

る。 これらの現象や事象の編年には、火山灰編年

法が有効であ り、今回得 られた年代の資料は大き

な意義がある。

5.お わりに

今回は約3万 年BPま での試料に限定 したが、

斜里地域にはより古い層準の火山灰層 も豊富であ

る。したがって古い層準の火山灰層についても年

代資料 を増加 し編年の精度 をあげるため、今後 も
14C年 代測定を行なっていきたい

。

本研究を行なうにあたり、東京都立大学理学部

の門村 浩教授(当 時、北海道大学大学院教授)

には、年代測定の機会を与えて頂いた。 また京都

産業大学理学部の山田 治教授、並びに東北大学

理学部地理学教室14C年 代測定委員会、および梅

津 譲氏(当 時、東北大学 ・院)に は、14C年 代

測定の際に大変お世話になった。以上の方々に感

謝致 します。
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14cAgesofsomeTephraLayersDepositedduringthe

LatterHalfoftheLastGlacialAge,inShariDistrict,Eas-

ternHokkaido.

ToshioSONE

GraduateSchooloEnvironmentalScience

HokkaidoUniversity

N.10,W.5,Sapporo,Hokkaido,060

Sharidistrict,easternHokkaido,issuitedtotephrochronologicalstudies,sincetherearemanytephra

layersdepositedduringlatePleistoceneinthisdistrict.Butonlyfewdataoftheir14Cageshadbeen

obtained.

Thepresentwritercollected6samplesfor14Cdating(Fig.1,2),andobtainedtheir14Cdates(Tab.2).

Alltheseagesexceptonederivedfromsample3derivedvaluableaidsfortephrochronologicalstudies

inthisdistrict.
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